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バングラデシュ洪水緊急救援活動

安全な飲料水供給（下痢症蔓延防止）

2004.7～

-

　岡山県立大学大学院公開講座として災害セミナーを開催しました。大学院生（25名）と、一般受講生（60名）のご

参加をいただき、下記3名の専門家の方々より、災害対策として、普段の地域連携の重要さと、身の回りの環境に合わ

せた減災方法を、様々な例を挙げながらご教授いただきました。日常の備えと災害時における瞬時の判断と行動が生死

を分けるという現実を再認識することができました。

　　　　ＮＧＯと国際災害援助活動　　　　（ＡＭＤＡ緊急救援医療事業シニアアドバイザー　　津曲　兼司）

　　　　岡山市の防災システム　　　　　（岡山市北消防署　自主防災組織育成指導担当　　富田　友二）

　　　　JICAの国際緊急援助体制について（JICA国際緊急援助隊事務局研修チーム長　　　大田　孝治）

(関連記事16ページ)

巡回診療（感染症対策・保健衛生教育の徹底）
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表紙の写真

スリランカ

ワウニア地区基礎保健サービス

復興支援プロジェクト

　スリランカにおいて医療和平プロジェクト

や社会開発プロジェクトを行っているAMDA

は、2004年５月より、北部ワウニア県におい

て母子保健を主とした保健システム復興支援

を開始しました。

　地方の産科病棟の機能が回復するよう、病

棟の建設、医療機材の供給、さらには助産師

への保健教育やコミュニティ保健の推進をは

かるなどの支援を行っています。

HIV/エイズＡＭＤＡ実践報告セミナー

　一学校でHIV/エイズをどう伝えるかー

　深刻化するHIV/エイズの現状と対策について一緒に考えてみませんか？

AMDAは各国で「予防教育プロジェクト」を実施しています。国際協力の現場

で培われた経験や知識等を日常の生活で活かしていただけたらと考え、今回の

セミナーを企画しました。このセミナーでは、以下の３点を重視しています。

1.HIV/エイズ問題を通じ、国際協力への理解を深める

２．岡山県におけるHIV/エイズ情報を人手する（現状・関係団体・診療や

　　検査機関　他）

３．ワークショップヘの参加により、海外のHIV/エイズ予防教育を体験する

日時:2004年10月11日(月・祝日)13 : 00 ～16:45

場所：岡山国際交流センター　国際会議場｢岡|｣｣市奉還町2-2,1岡|]｣駅西口より徒歩約3分)

内容：第１部:HIV/エイズと国際協力

　　　　　AMDAのHIV/エイズプロジェクト　　　AMDA職員

　　　　　JICAのHIV/エイズ対策

　　　　　　　独立行政法人国際協力機構(JICA)人間開発部第４グループ

　　　　　　　感染症　　対策チーム　遊佐　敢氏

　　　第２部：岡山のHⅣ/エイズ状況

　　　　　岡山県内の現状と診療やケアに係わる団体等の紹介

　　　　　　　岡山市保健所所長　中瀬克己氏

　　　第３部:HIV/エイズ予防教育ワークショップ

　　　　　ホンジュラスで実施しているHIV/エイズ予防教育を体験

　　　　　　　AMDAホンジュラス渡辺咲子

参加費:300円(資料代)　＊AMDA会員は無料

受講対象者:HIV/エイズに関心のある方ならどなたでもご参加いただけます

助成：財団法人福武文化振興財団

主催:AMDA

協賛：おかやま国際貢献月間協賛事業(岡山県)

後援：岡山県教育委員会

　　　岡山市・岡山市教育委員会・

　　　独立行政法人国際協力機構中国国際センター

　　【お問い合わせ・お申し込み】

　　　　特定非営利活動法人

　　　　　ＡＭＤＡ広報室

　　〒701-1202岡山市楢津310-1

TEL 086-284,7730 FAX 086-284-8959

　　　　member＠amda.or.jp

　　URL http://www.amda.or.jp

/W/Myoa�2り㈲./θ1



ＡＭＤＡ創設20周年を迎えて

AMDA代表菅波　茂

　1984年に設立したAMDAが20周年を迎えることができ

ました。国連NGOとして医界28ケ国に支部ができ、難民

や被災者への人道支援活動や貧困に対する社会開発(保健

医療支援活動)のプロジェクトを実施した国は50ヶ国にも

なります。この軌跡は多くの人達の善意、時間そして汗に

よって可能になったことをご報告申し上げると共にあらた

めて関係者、支援者の方々に厚く感謝申し上げます。

　「行動する平和主義」の一一句が20年間の活動の総括です。

英語で占えば、「Peace in Action」でしょうか。ﾚ行動の中

にこそ平和の実現性がある」そして、「何もしないのは最

悪の選択肢である」というのが趣旨です｡AMDAの定義す

る平和主義とは「平和の実現のためにはあらゆるものを動

員し活用すること」です。走りに走った20年間です｡走り

すぎて転倒しそうになった20年間でもあります｡走りなが

ら考えるのがＡＭＤＡの現実です。

　ＡＭＤＡの平和の定義はﾚ今日の家族の生活と明日の家族

の希望が実現できる状況」です。今日の家族の生活とは食

べられて健康であることです｡明日の家族の希望とは子ど

もに教育を受けさせることです｡そして平和を阻害する要

因として、戦争、災害そして貧困があります｡ ＡＭＤＡはこ

れらの要因を解決するために必要とされるプロジェクトを

世界中で実施してきました｡何故に平和を欲する弱者を支

援するのかと間かれれば、「困った時はお互いさま」の相

互扶助の精神が答えです。

　［行動する平和主義］の20年間の成果を要約すると、平

和を阻害する要因としての戦争､災害そして貧困に対する

それぞれの平和モデルが剔出できたことです｡新機軸によ

るモデル剔出こそＡＭＤＡの平和主義を実践する行動に不

可欠なプロジェクトの具現化です。

　最初に戦争に対する平和モデルを紹介します。それは

「医療和平」です｡基本は「命に対する普遍性」というＮＧＯ

の原点です｡敵対する双方に公平に医療支援を行ない和平

を構築することです。ﾚ医療和平」の３要素は1）命に対す

る普遍性、２）ＡＭＤＡに対する信頼、3）日本に対する期待

です｡日本の国益と国際社会の公益の接点での医療支援の

実施。成果は「親日」です。ちなみに、国益とは［民を食

べさせ、民の血を流さず］です。国際公益とは［平和と人

間の安全保障］です。過去においてアフガニスタン、旧ユ

ーゴスラビアにおいて｡現在は約20年間に及ぶ紛争に停戦

合意したスリランカで昨年より敵対していた３グループの

地域でそれぞれに医療プロジェクトを実施しています。

　次に災害に対する平和モデルを紹介します。それは

「AMDA多国籍師団」です。

　基本はAMDAの人道援助の三原則です。

1）誰でも他人の役に立ちたい気持ちがある

2）その気持ちの前に宗教、民族、文化の壁はない

3）援助を受ける側にもプライドがある。

２　が＃Mjoma/2θ叫｡扨

　アジア､アフリカそして中南米の各地域で発生した災害

による被災者救援活動にＡＭＤＡ支部の医療従事者で構成

された多国籍医師団が派遣されています｡人道援助の精神

は先進国の専売特許ではありません。更に、医学に国境は

ありませんが、医療には国境があります｡何故なら医療は文

化だからです。そこに多国籍医師団の存在価値があります。

　最後に貧困に対する平和モデルを紹介します。それは

レベカイモデルとABC:AMDA健康開発銀行」です。基本

は「意欲､能力そして機会があれば自己実現ができる」と

いう公正の原則です。

　バカイモデルはAMDAパキスタンの支部長でありバカ

イ医科大学の理事長でもあるバカイ先生によって剔出され

た［貧困における健康増進］のモデルです。公正の原則の今

能力形成に焦点をあてています。職業訓練、識字教育そし

て医療を組みわせたユニットをコミュニティに設置してバ

カイ医科大学の支援の元に運営するモデルです｡ローカル

イニシアチブが特徴です｡主としてパキスタンで展開され

ています。

　ABCはAMDA Bank Complex の略です。これをＡＭＤＡ

健康開発銀行と命名しています｡機会に焦点をあてていま

す｡機会とは社会的地位かお金のことです｡ABCの機会と

は小規模融資というお金を貸すことです｡バングラデシュ

のユヌス教授によって剔出された方法論です｡ＡＭＤＡは小

規模融資に借り手の資金運営能力形成に必要な教育に保健

としての健康増進を加えています｡主としてバングラデシ

ュで展開されています。

　ＡＭＤＡが世界の平和を実現するために様々なプロジェク

トを実施する理由は「多様性の共存」にあります。すなわ

ち、物の見方や考え方が異なる人達が、民族、宗教、文化4?

などを超えて、共栄共存するためには［尊敬と信頼］の人　ｓ

間関係が不可欠と考えているからです｡プロジェクトを共

に実施する過程において､白分にないすばらしさを相手に

見た時に尊敬の念が生じますし、どんなに困難が大きいか

らといって相手が決して放棄しない時に信頼の念が生じま

す｡尊敬と信頼の人間関係を産み出す､苦労を共にする人

間関係をパートナーシップと名付けています｡このパート

ナーシップの世界的なネットワークこそ「多楡陛の共存」

を可能にするし、世界平和へ貢献できます。そして問題解

決の基本は現地の価値観を優先するローカルイニシアチブ

であることも忘れてはいけないと思います。

　25周年に向けての今後の５年間は［行動する平和主義］

の吏なる完成のために下記の３点を目標に尽力するつもり

です。

1）AMDAr平和へのパートナーシップ」ネットワークの

　　拡充

2）AMDAr平和モデル］として実施するプロジェクトの

　　質の向上

３）世界平和貢献への新機軸のモデル剔出



者が必要とする選択肢を常に開発して用意する謙虚さが必

要です｡AMDAの関係者が弱者の「人権と尊厳」を無視す

る時こそＡＭＤＡが内部崩壊する時です匹敵は外にいない、

内にいる」という格言はこのことでしょうか。

　ＡＭＤＡが20周年を迎えることができた喜びと今後の抱

負について述べさせていただきました｡今後も皆様方の変

わらぬご理解とご支援をよろしくお願い申し上げます。

　最後に最も大切なことは､AMDAを必要としてくれる財

界の弱者に対して支援活動するＡＭＤＡの関係者が弱者の

視点を失わないという自戒です。それは弱者の「人権と尊

厳」を守りきることです。「人権とは相手の存在を認める

こと」です。具体的には「あなたを忘れていません。あな

たに関心があります。あなたを必要としています」という

メッセージです。「尊厳とは選択肢があること」です。弱

2004.9.7山陽新聞
３
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被災者や離民政擾､遥に国の衛生改善…

　
国
際
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
本
部
・
岡
山
市
楢

津
）
が
今
年
、
設
立
二
十
年
を
迎
え
た
。
災
害
時
の
緊
急
救
援

や
途
上
国
の
衛
生
改
善
な
ど
約
五
十
力
国
で
活
動
す
る
傍
ら
、
、

地
域
に
国
際
貢
献
の
大
切
さ
を
根
付
か
せ
て
き
た
。
国
際
紛
争

に
伴
う
活
動
が
増
え
る
中
、
文
化
や
京
教
観
だ
け
で
な
く
、
政

治
的
背
景
も
理
解
で
き
る
ス
タ
ッ
フ
の
育
成
な
ど
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

　
大
雨
に
よ
る
大
洪
水
が
起
エ
ク
ト
を
統
括
す
る
調
整
員

こ
り
、
百
八
十
人
を
超
す
死
が
医
師
ら
と
連
携
し
、
巡
回

者
、
十
五
万
軒
以
上
の
住
宅
診
療
や
医
薬
品
の
配
布
な
ど

被
害
が
発
生
－
。
　
　
　
　
で
被
災
民
を
支
援
し
た
。

　
今
年
七
月
、
大
水
害
に
見
　
災
害
発
生
時
の
緊
急
救
援

舞
わ
れ
た
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
は
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
発
足
時
か
ら

で
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
緊
急
救
援
の
活
動
の
柱
。
フ
ィ
リ
ピ
ン

活
動
を
展
開
し
た
。
プ
ロ
ジ
　
・
ピ
ナ
ツ
ボ
火
山
噴
火
に
よ

る
被
災
者
救
援
（
一
九
九

二
年
）
を
は
じ
め
、
大
地
震

や
洪
水
、
サ
イ
ク
ロ
ン
被
害

に
見
舞
わ
れ
た
ト
ル
コ
、
ベ

ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド
な
ど
に

救
援
チ
ー
ム
を
送
っ
て
き

た
。

　
ソ
マ
リ
ア
、
ル
ワ
ン
ダ
の

難
民
救
援
や
、
米
中
枢
同
時

テ
ロ
（
二
〇
〇
一
年
）
に
対

す
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
報
復

攻
撃
の
際
も
医
療
チ
ー
ム
を

派
遣
。
イ
ラ
ク
戦
争
時
（
二

〇
〇
三
年
）
に
は
難
民
へ
の

医
療
支
援
を
目
的
に
隣
国
イ

ラ
ン
ヘ
ス
タ
ッ
フ
を
送
り
込

む
な
ど
、
紛
争
地
で
も
行
動

の
幅
を
広
げ
て
い
る
。

　
　
2
8
支
部
が
活
動

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
一
九
八
四
年

八
月
、
岡
山
市
の
開
業
医
・

菅
波
茂
代
遮
庇
が
、
ア
ジ

ア
で
の
医
療
救
援
活
動
を
目

ス
リ
ラ
ン
カ
医
療
和
平
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
巡
回
診
療
に
取

り
組
む
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ス
タ
ヅ
フ
（
左
）
日
‥
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
提
供

掲げ人材育成急ぐＪ
平和療医Γ

‐

的
に
「
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
す
。

議
会
」
と
し
て
設
立
。
活
動

エ
リ
ア
は
ア
ジ
ア
の
枠
を
超

え
、
発
贋
造
上
国
で
の
医
療

環
境
整
備
や
地
域
開
発
な
ど

中
・
長
期
的
な
支
援
も
実
施
。

九
五
年
に
は
国
連
Ｎ
Ｇ
Ｏ

　
（
非
政
府
組
織
）
に
認
定
さ

れ
、
現
在
、
世
界
二
十
八
支

部
が
十
四
力
国
で
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
進
め
て
い
る
。

　
二
年
ほ
ど
前
か
ら
は
「
医

療
和
平
」
を
提
唱
。
紛
争
地

で
敵
対
す
る
双
方
に
医
療
支

援
を
行
う
こ
と
で
停
戦
を
促

し
、
和
平
に
つ
な
げ
る
試
み

で
今
後
の
中
心
事
業
の
一
つ

に
位
置
付
け
る
。

　
ス
リ
ラ
ン
カ
で
発
行
す
る

　
「
健
康
新
聞
」
も
そ
の
一
環
。

多
民
族
に
対
応
し
て
英
語
、

シ
ン
ハ
ラ
語
、
タ
ミ
ル
語
で

衛
生
環
境
の
改
善
や
感
染
症

の
予
防
法
、
政
府
関
係
者
か

ら
の
平
和
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど

を
紹
介
す
る
。

　
ス
リ
ラ
ン
カ
は
民
族
紛
争

が
約
二
十
年
続
き
、
「
身
近

な
情
報
を
共
有
す
る
こ
と

で
互
い
の
恐
怖
心
を
弱
め
、

相
手
も
自
分
と
同
じ
国
の

人
と
い
う
意
識
改
革
を
促
し

た
い
」
と
、
調
整
員
と
し
て

一
年
間
活
動
し
た
冨
田
彩

香
さ
ん
ミ
ル
）
は
狙
い
を
話

　
役
割
増
す
ば
か
り

　
　
「
岡
山
発
の
国
際
貢
献
」

も
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
キ
ー
ワ
ー

ド
。
岡
山
空
港
か
ら
は
地
震

救
援
な
ど
で
サ
ハ
リ
ン
、
中

国
、
イ
ン
ド
ヘ
計
Ｅ
回
、
救

援
機
を
飛
ば
し
、
岡
山
を
舞

台
に
し
た
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
サ
ミ
ッ

ト
」
や
、
国
際
貢
献
都
市
構

想
の
呼
び
か
け
に
も
尽
力
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
都

道
府
県
で
は
全
国
初
の
「
国

際
貢
献
活
動
推
進
条
例
」
施

行
（
今
年
四
月
）
な
ど
に
も

つ
な
が
っ
た
。

　
自
然
災
害
に
加
え
て
国
際
｀

紛
争
や
テ
ロ
な
ど
に
よ
る
人

的
災
害
は
絶
え
ず
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ

の
役
割
は
増
す
ば
か
り
。
宗

教
観
や
生
活
文
化
様
式
、
さ

ら
に
国
際
情
勢
な
ど
も
理
解

し
た
ス
タ
ッ
フ
ら
の
確
保
が

今
後
の
大
き
な
課
題
と
な
る

中
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
「
公
設
国

際
貢
献
大
学
校
」
　
（
岡
山
県

哲
多
町
）
な
ど
を
通
じ
た
人

材
育
成
を
急
ぐ
。

　
菅
波
代
表
は
「
国
際
機
関

や
行
政
、
企
業
、
大
学
と
の

連
携
も
進
め
、
組
織
強
化
を

図
り
な
が
ら
日
本
や
世
界
の

利
益
に
な
る
活
動
を
続
け
た

い
」
と
将
来
を
見
据
え
る
。

　　　　ＡＭＤＡの主な歩み
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ワウニア地区基礎保健サービス復興支援事業

AMDAスリランカ　占見　千恵

1.はじめに

　このワウニア地区　基礎保健サービ

ス復興支援事業は、2004年５月から

JICAの債の根パートナー事業として

始まった２年間の事業である。

　今回はこのワウニア事業の内容を簡

単に紹介すると共に､その特徴と､視点

を活動の周囲にあるものに移して見え

てきたものを私見として述べてみたい。

2.ワウニアの特徴

　ワウニア県の特徴は何と言ってもそ

の位置である｡□TE1支配地域への玄

関口であり、北への物資の移動はほぼ

全てここを通過していく。北に通じる

検問所が朝７時半から夕５時半までし

か開いていないので、スリランカ

南部から最北部のジャフナまで物

資を運搬するのには、一員ワウニ

アに停泊することが多い。またコ

ロンボからの鉄道もワウニアまで

通じているため首都コロンボとの

往復もしやすいという利点がある。

つまり人や物が集まり、ビジネス

が生まれ、さらにそのビジネスが

雇用を生み出し、その結果人目が

どんどん増える、といった現象が

起こっている。内戦前は、現在

LTrEの本揚地であるキリノッチ

県が北東部では最大の県で、ワウニア

県など田舎町のひとつに過ぎなかった

のだが、今は全く逆。２年前までは片

田舎に過ぎなかったこの県が､今では

人目が14万人という中核都市となり、

スーパーマーケットが２つもでき、ホ

テルも建設中という、驚くべき連さで

商業が拡大している｡何かどう転ぶか

わからない例の１つであろう。国連や

国際／地元ＮＧＯも多い。停戦後増え

続ける支援団体は（ＡＭＤＡもこのひと

つ）､事務所を構え､海外からの赴任者

のために家を借りる。小綺麗な家屋が

どんどんこうした事務所や家として貸

し出され､便利な一角などは家賃が異

常に高騰している｡2年前は月Rs.2､000

～4､000（約2､200～4､400円）だった

平屋が、今ではRs.10､000～20､000（約

n､000～22､000円）になっている。こ

４　／Ｕ＃Mj。aα/2θ㈲｡辿

うしか現象の答し悪しは別にして､停

戦がもたらした大きな変化だと言える

だろう。

3.事業内容

　ワウニアの保健医療の問題点は､内

戦の影響を受けた他の北東部県同様、

本来政府が行うべき保健医療サービス

が、施設や機材・人材不足などが理由

で、うまく機能していないことであ

る。現時点ではWHOやUNICEFなど

からの支援を得て少しずつ整備されて

きているが､未だ一部の地方病院では

体温計もない状態である。また人材が

決定的に不足している。交通手段が十

分に発達していない当地では､草の根

レベルで活動できる助産帥や公衆衛生

調査員(Public Health lnspector)と言

　　JICA､現地保健局の関係者との話し合い

った人々が住民の健康や保健を維持す

る上で大きな役割を果たすのだが、こ

の人員そのものが不足している。

　こうした現状をふまえ､特に弱い立

場にいると言われる母子に焦点を当

て､政府の行う保健医療サービスの質

が向上されるように支援を行おうとす

るのがＡＭＤＡの事業である。

　母子保健医療分野において今ワウニ

アで何か起こっているかと言うと､極

端な中央集中である｡先進国とは比べ

ものにならないが､それなりに立派な

総合病院が中央部にあり、９割方のお

産が現在ここで行われている。当然そ

れだけの需要に見合うサービスが提供

できていればよいのだが､実際には病

院の能力を逞かに上回った数の妊産婦

さんたちがやってくる。お産のために

やってきてもベッドに空きがないこと

も多く、床や廊ﾄﾞで数日過ごすことを

余儀なくされたり、ひどい場合には病

院に留まることさえできず､「あと2～

3日してから来てくれ」と追い返され

ることもある。日本の場合だと自家用

車やタクシーなどで病院にすぐかけつ

けることができるが､当地では普通の

家庭には車はなく、バスも昼間しか走

っておらず､電話もない家庭が多いの

でスリーウィラーと呼ばれる小型三輪

タクシーを呼ぶことも難しい｡追い返

される妊婦さんたちの心理的経済的負

担は決して小さくない。

　こうした状況に対し､県保健局は中

央の病院機能の拡大を図ると共に､地

方の産科病棟を整備し通常分娩はでき

る限り地方の病院で行われるよう推進

しようとしている。いわば地方の病院

機能を回復することを目指しており、

ＡＭＤＡの事業はこうした県当局の

努力を側面から支援しようとする

ものである。

　今回、AMDAの活動の中心とな

るのは、ワウニアの中心部から

15kmほど西に位置する､地方病院

のひとつであるプーバラサンクラ

ム診療所兼産科病棟（Centra1 Dis-

pensary and Matemity Home、 以

下ＣＤ＆ＭＨ）というところであ

る。ハードの支援は主にこの

ＣＤ＆ＭＨが中心であるがヽソフト　１

の教育訓練はワウニア全域の医療

スタッフを対象としており、できる限

り受益者の裾野を広げる予定である。

　具体的には3つの活動を行う。まず

は産科病棟の建設｡プーバラサンクラ

ムＣＤ＆ＭＨの産科病棟部分を新たに

建設する。現在建物は存在するのだ

が、老朽化しており、また低地に建て

られているため雨期になると浸水して

しまう、という問題を抱えている｡2つ

目は医療器材の供給である。基礎的な

機材であるとされる、体温計や血圧

計、吸引機などを配置する予定であ

る｡3つ目、これがメインなのだが､助

産帥さんたちへの教育訓練を行う。専

門学校を出ているので皆知識は十分に

あるのだが､実際にその知識や技術を

活用する機会がないため､実際に活用

できていない｡そこで新たなことを伝

える、というよりは既にある知識や技



量をもう1度磨いてもらおうというも

のである。

　　　4.進捗状況

　　　　この3本柱のうち、まず産科病棟の

　　　建設については､現在業者の最終絞り

　　　込みの段階である｡AMDAが建設する

　　　とは言え、政府の建物であり、地元に

　　　とれば決して少額ではないので､業者

　　　を選定するに当たってば透明性を確保

　　　し、ある程度こちらの政府のやり方に

　　　沿う必要がある。いわば石橋を叩きな

　　　がら進んでいるので､予定よりも時間

　　　がかかっているのだが､長い目で見て

　　　後々問題を残さないためにも関係各者

　　　に納得してもらいながらコトを進めて

　　　いる。医療器材については現在機材の

ｰ　種類について保健局長と協議中であ

＼　　る｡教育訓練については添川医療調整

　　　員の項に譲る。（本誌７ページ参照）

　　　5.特徴1　事業内容のパッケージ化

　　　　この事業は建設・医療器材の提供・

　　　教育訓練という3つの柱で成り立って

　　　いる。これだけ言うと何の変哲もない

　　　ことなのだが､実は少なくとも北東部

　　　では医療分野でのこういった地域限定

　　　のパッケージ事業はあまり例がない。

　　　UNICEFやWHOと言った大ロドナー

　　　は組織や活動規模が大きいだけに､一

　　　部の地域に特別な措置を行うことは難

　　　しい。

　　　　これに対してＡＭＤＡは県全体の施

　　　設や機材を整えるというよりは、１つ

･の地方病院がきちんと機能するにはど

　　　ういった要素が必要かという視点に立

　　　って、問題点を掘り下げ、その改善に

　　　取り組むことができる。既述の通り、

　　　現在プーバラサンクラムでは既存の産

　　　科病棟が老朽化し､かつ医療器材も不

　　　備であるから妊婦さんたちは来ない、

　　　というのがDPDHS2の見方であり

　　　AMDAもそれに同意している｡要は妊

　　　産婦さんたちに「ここで子供を産みた

　　　い」と思わせる要因に欠けているので

　　　ある｡支援金を提供するだけのドナー

　　　なら「ないものを満たす」というシン

　　　プルで分かりやすい支援形態をとるだ

　　　ろう。しかしＡＭＤＡは地元政府からの

　　　要請に応えるだけでなく、もう少し深

　　　く掘り下げて､果たしてそういうハー

　　　ド面の不備だけが地元民から信頼を勝

　　　ち取れない理由だろうか、という目で

　　　現状を見直している。現在は月３～５

　　　件しか分娩が行われていないが、２年

後には15件くらいにすることが目標

である。　このＡＭＤＡの取り組みの結

果が、２年後にはある程度成果として

出る訳だが､それまでにプーバラサン

クラムＣＤ＆ＭＨが病院として適切な

サービスが行えるまでに機能が回復し

ていれば、この事業内容が1つのモデ

ルケースとなることができる。そうし

て他の地域にもこの事業の成果が波及

することも、事業目的のひとつであ

る。

6.特徴２　産科病棟のデザイン

　今回､AMDAが産科病棟を建設する

にあたり、是非ともやりたかったの

は、既存のデザインの変更である。私

は建築の専門家でも医療の専門家でも

ないが､今までいくつかの組織で働い

てきた経験と、医療スタッフにとって

働きやすい場所か､あるいは妊産婦に

とって子どもを産みたい場所か、と思

いを巡らせる想像力はある。そういう

目で見て既存のデザインは改善の余地

があった。結果、医療スタッフにとっ

て動きやすいように､お母さんに数日

宿泊してもよいと思われるように､家

族に気軽にお見舞いに来てもらいやす

いように、といった工夫をしてみた。

その効果については､完成後の2005年

４月以降、あるいは事業終ｆの2006年

４月時点の訪問者数で計れるはずなの

で別稿にて報告したい。

　ところで、この「改善の余地」は私

だけが感じていたことではなかった。

実際に使用している医療従事者や､県

保健局長と話してみるとやはり「何と

かならないものか」と思っており、改

善のための彼らなりの案を持っている

ことがわかった｡では何故そのデザイ

ンが変わらぬまま適応されているのだ

ろうと疑問に思い､今度は政府の保健

医療関係の建物を一手に引き受けてい

る建設局に尋ねたら､建設局も決めら

れたデザインのものを建てる権限しか

ないとのこと。基本デザインを決める

のは結局県レペルというよりはおそら

く州レペルの話のようである。それと

同時に､県保健局長はデザインに対し

て最終的に承認を出す権限を有してい

るので､やろうと思えば変更もできる

はずなのだが、誰よりも忙しい人で、

結局のところデザインを考え直すとい

う仕事まで手が回らないということの

ようである。こういう背景のもと、設

計を変えることに事前に同意していた

だき、いくつか現存するデザインを寄

　　産科病棟建設の目的で現地視察（右筆者）

せ集め､各関係者の話を聞きながら改

良を加えていった。この作業で大事だ

ったのは､できるだけ多くの人の意見

を反映させることである｡産科病棟に

「完璧な形」などはあり得ない。利便

性・衛生・コスト・見栄えなどを考慮

して生まれる、言葉は悪いが、妥協の

産物である。そこで、より「完璧な形」

を目指すというよりも、白分たちの意

見が取り入れられたという小さな喜び

を感じてもらい､建物に対する責任や

愛情を持ってもらおうというのが狙い

なのである。

　話は少し逸れるが、スリランカの強

昧であると共に弱点でもあるのが､行

政機構が中途半端に発達しているとこ

ろである。ほぼ完全にトップダウンが

浸透しているので、卜部からの指令が

あれば下部組織はその通りに動くが、

下からの新しいアイデアが上に採用さ

れる仕組みにはあまりなっていない。

また途上国にはよく見られる傾向であ

るが､政権が替わるとそれまでのやり

方が否定され､極端な場合には長期事

業さえいきなり中止になってしまうこ

ともある。それまでに費やした時間や

経費そして関係者の気持ちも全て無駄

になってしまうのだ。また、後任者の

非難を憂慮し､小さな疑問に目をつぶ

り、前例を踏襲するという側面もある。

　話を戻そう。こうした社会背景のも

と、「外国ＮＧＯ」は何かできるか。私

の率直な回答は［かなりいろいろなこ

とができる］である。今回の産科病棟

設計変更もそのうちのひとつである。

地元の医師や助産師さんたちが自分た

ちのアイデアを図面に書いて､上層部

に訴えたとしても、受け入れられる可

能性は低い。非常に残念なことだが、

社会的にそういう仕組みになっておら

ず､だから下の人は現状に甘んじるし

かない。そこで外国ＮＧＯの登場であ

る。外国ＮＧＯの支援を政府関係者は

歓迎しており、偉い役人も耳を傾けて

くれやすい。こういった風潮は、日本

で言うならば日産とカルロス・ゴーン

　　　　　　　AyW7jｿL/θμΓ77α/2θ㈲｡7θ5
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氏の関係と多少似ているのではないだ

ろうか。彼の経営立て直しの手腕（豪

腕と言っても過言ではないだろう）に

対する評価は随分高いが､改革を大々

的に推進できたのは彼の経営技術と言

うよりは、彼がフランス人であり、そ

れまでの日産ファミリーを絡めていた

日本人社会のしがらみから無縁であっ

たことが何よりも大きく起因してい

る、という評論がある。スリランカも

同じで､地元のことは「よく知らない」

外国ＮＧＯであるが、「よく知らない」

からこそ従来の慣習や束縛を受けず

に､ちょっとした新しいことができる

という利点もある。

7.特徴３　医療調整員の存在

　当事業には、日本からもう一人添川

さんという看護師が医療調整員として

赴任し活躍している。「保健医療の事

業なのだから医療関係者がいるのは当

然でしょう」と思われるかも知れな

い。しかし、実は当然ではない。北東

部で母子保健事業を大きく展開してい

るとある国際機関がある｡首都コロン

ボにある本部には医師がスタッフとし

ているが､マナー県とワウニア県を担

当しているワウニアの事務所には医療

関係者はいない｡全員がジェネラリス

トなのである。事務所長が言うには

「今までずっとジェネラリストだけで

やってきたが、さすがに眼界を感じて

いる｡医療専門家が必要である旨は本

部にも伝えているが、これだけ大きな

組織なので人をひとり雇うだけでもお

そろしく時間がかかる」とのことであ

った｡せっかく良い候補者が見つかっ

ても､最終的な承認が本部からなかな

か下りず随分持たせた結果､当人が別

の仕事を見つけてしまった、というこ

ともあったとのこと。そんなわけで今

まで行ってきた事業（保健所の建設、

医療器材の支給､助産師への自転車供

給）のモニタリングも評価も十分に行

６　Å肘扨□aru/2卯4.珀
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うのが難しいようだ｡勿論基本的に地

元の地方政府からの要請を受けた上で

活動を行っているので､地元のニーズ

に添った事業内容ではあるのだが、ど

ちらかというと支援するという行為に

重点が置かれているように見える。翻

ってＡＭＤＡの場合は建設･機材･教育

訓練どれをとっても各活動を実施する

ことそのものよりは､その後に上がる

効果がいかはどのものか、という点を

より重視しており、さらにそれらを医

療専門家の視点ではかることができる。

これは大きな違いではないだろうか。

8.特徴４　地元民にとって外国ＮＧＯ

　　で働くということ

　少し視点を変えて､事業そのもので

はなく、ＡＭＤＡスタッフとして雇用さ

れた人々からＡＭＤＡの存在を見てみ

たい。前述の通り「外国人」はそれな

りにステイタスがあり、国際ＮＧＯと

なるとさらに高くなる。

　日本で「ＮＧＯ」というと、「ボラン

ティア」「善意の活動」「社会福祉」と

いうイメージをもたれているのではな

いだろうか｡かくいう私も日本に帰る

たびに母から「ところであんたはスリ

ランカで何してるん？」と聞かれ、何

度も説明するのだがさっぱりわからな

いらしく、結局「よーわからんわ、と

りあえず早よいい人見つけて結婚した

らどうよ」と責められる始末である。

まともな就職先だとは思ってもらえな

いらしい。

　一方でスリランカでは（おそらく他

の途上国でも）「ＮＧＯ」は実に立派な

就職口なのである｡政府の下級職員の

初任給がRs.4､000（日本円で約4､400

円）であるのに対し、例えば国連の運

転手になると月給Rs.15､000（約16､500

円）ももらえてしまう。（国連はＮＧＯ

ではないが、こちらでは全て同じ意味

に使うのでここでも「ＮＧＯ」として扱

うことをご了承いただきたい）

　ＡＭＤＡはさすが

にそういう格差づ

くりをあまり助長

しないためにもう

少し低めに設定し

ているが、それで

もある程度の給料

を支払わないと優

秀な人は来てくれ

ないので、普通の

’お店や政府機関よ

りは高い給料設定

にしている。彼雇用者にとったら、お

結料の面だけでなく、「国際ＮＧＯに勤

めている」ということ自体が立派なス

テータスになる。たとえは良くないか

も知れないが日本で占うならば「商社

に勤めている」というのと同等のニュ

アンスがある。 ＮＧＯ勧めの身分証明　、

書を多少誇らしげに､知人に見せたり

する者もいる。またそれだけではな

く、実際に身を守る役割を果たすこと

もある。ワウニアは政府支配地域で、

軍や警察がその治安を守っている｡住

民は多くがタミル人だが､軍人や警官

はほぼシンハラ人であり、今でも各地

に軍人や警官が立ち並んでおり、怪し

いと思う人物に職務質問を行う権限が

ある。その際にＮＧＯ勤めの身分証明

を出すと、結構簡単に解放してくれる

そうなのだ。まるで世界中の空港にお

ける日本のパスポートと同じである。

　身分証明書以外にも、国際ＮＧＯで

働くと言うことは､少し贅沢な事務所

機能の中で仕事ができるという意味も

ある。コンピューターやFax機、印刷

機などは当然完備されており、彼らに　ダ

とったらそういう機材を使いこなせる

ようになるスキルアップの機会なので

ある。これは、逆から見ると、AMDA

としては人材育成を行っているという

ことができる。私見だが、いつかはこ

の国を去る者として「何か残せるか」

を考えた場合､この人材育成は残せる

財産（それも決して小さくない）の一

つである。

9.最後に

　さてさて､今回は事業内容を詳細に

説明する、というよりは、一歩下がっ

てその周囲にあるものについて思うと

ころを述べてみた。結局のところ「外

国人」としては、やれることは限られ

ているし、逆に「外国人」だからこそ

やれることもあり、その中で有効だと

思われることだけを､取捨選択してい
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くしかない｡地元の政府や市民の人に

とっても、自分たちのやり方と違うと

ころで違和感を感じたり、反感を覚え

たりすることもあるだろう。当然のこ

とである。地元と100％同じやり方を

すれば、この違和感は軽減されるかも

知れないが､それでは外国ＮＧＯの意味

がない｡スリランカには地元のＮＧＯが

何百とあるのだからその任は彼らが担

えばよいと思う。外国ＮＧＯと地元市

民にとっては、こういう反発や違和感

を覚えつつ、もう1歩踏み込んだり下

がったりしながら、その違いをより良

活動地区ワウニア県

いものをもたらすのに活用すべきなの

だろうと思う。少しこじつけかもしれ

ないが､ある意味恋愛に似ているので

はないだろうか。最後になるが、自身

の旨葉で表現する努力をさぼり、詩人

の言葉を借りてしめくくりたい。

リルケ　ニ人の人間の間で完全に何で

も分け合うということはあり得ない。

そしてそれにも拘わらず､そういう共

同の生活が営まれていると見える場合

はそれは何かが狭められているのであ

って、二人のうち一一人か、或いは両方

の自由と発達を阻む契約が取り交わさ

れることなのである。しかももっとも

近い二人の人間の間にも無限の距離が

やはりあることが理解され､それが受

け入れられれば､そしてもしこの二人

が二人の間にあるこの距離を愛するに

至るならば､それは互いに相手の全体

を広い空を背景に眺めることを許し

て､二人だけのまたとない生活が始ま

ることになる。

１タミルイーラム解放の虎。

　反スリランカ政府組織。

２ワウニア県保健局

母子保健と助産師トレーニング

　私たちが活動するワウニア県はスリ

ランカ最大都市コロンボから北へ約

300Km、車で６時間ほどの場所に位置

する。県の中心には北部の都市ジャフ

ナに向かう国道が縦断し、反政府勢

力、LITE（Liberation Tigers ofTamil

Eelam:タミルイーラム解放の虎）支配

地域と政府支配地域の境界線であるオ

ーマンタイはその国道の中心に位置

　　　する。ワウニア県北部、オーマンタ

　　　イ以北よりジャフナ半島手前までは

　　　□TE支配地域である。

　　　　ワウニア県は内戦時□TEと政府

　　　の第一線の戦闘地域であり、80年代

彝、　後半にはワウニア県ほぼ全域が

　　　□TEに占領されたこともあった｡内

　　　戦中ワウニア県に住む多くの人々は

　　　インドや国内の他の地域で避難生活

　　　を続けていたが､2002年の停戦以降、

　　　再定住が進み、毎年数千人単位で人

　　　々が帰還している。

　　　　20年間の内戦の影響は様々なとこ

　　　ろに見られるが､人々の健康状態もそ

　　　の一つである。スリランカは一般に周

　　　辺国と比べ保健指標が非常によい国と

　　　されているが､反政府勢力支配地域で

　　　ある北東部は長い間その統計値に組み

　　　込まれていなかった｡政府の保健政策

　　　は北東部には届かず､多くの医療施設

　　　は内戦により破壊され､地域保健活動

　　　は移動診療を主体とした対処的な治療

　　　活動が精一杯であった。特に妊産婦、

　　　乳幼児の健康に間しては多々の悪影響

　　　が見られた。定期的な検診が行えず、

　　　適切な教育も与えられず、また、病院

　　　　　　　　◇

　ＡＭＤＡスリランカ　添川　詠子

へ行く道さえも破壊され､交通手段も

なく、多くの母親がなんの知識も持た

ぬまま自宅での出産を余儀なくされた。

　2002年の停戦以後､破壊された病院

の修復､地域保健活動の再開などによ

り、住民の医療へのアクセスを向上さ

せるための活動が活発化している。

ＡＭＤＡスリランカ社会開発チームは、

これらの復興再建活動の一役を担おう

と新しいプロジェクトを開始した。こ

　　助産師への教育を行う筆者(左から3人目)

の新しいプロジェクトは､母子保健の

要である地域助産帥に対する教育活動

を行い､そのケアの質を向上させると

共に､地域の妊婦が安心して出産でき

る場所を提供することを主な目的とし

ている。

ワウニア県の母子保健

　ワウニア県を含むスリランカ北東部

は他の地域と比べて貧しい地域であ

り、全体的に人々の栄養状態が悪い。

また､文化的に男性優位ということも

あり、女性の栄養状況は男性のそれよ

りも劣ることが多い(肉などの高価な

ものは男性に先に与え余ったものを女

性が食す、という光景が多く見られ

る)。妊産婦に関しても同じことが言

える。慢性的に栄養不足であり、鉄欠

乏性貧血がほとんどの妊婦に見られ

る｡乳幼児の栄養失調は現在ではほと

んど見られなくなったが､4歳以上の児

童ではまだ多くの低体重児が存在する。

　女性たちの妊娠･出産に関する知識

は非常に乏しい｡適切な栄養摂取はで

　きておらず、検診時に無料で配られ

　る鉄剤、ビタミン剤などを飲んでい

　れば栄養は充分だと思っている妊婦

　が多い。また､妊娠時の緊急処置を要

　する危険兆候についての知識もほと

　んどなく、すでに症状が悪化して手

　遅れに近い状態になってから病院で

　受診する妊婦がほとんどである。多

　くの場合地域の診療所では対処でき

　ず､都市の病院へ輸送するが､処置が

　間に合わず死亡してしまうこともあ

　る。母親たちの子育てに関しての知

識も乏しく、子どもの成長発達、必要

な栄養などの知識がないため､微量栄

養素欠乏症を発症する児もしばしば見

られる。

　しかし、そのような状況でも女性た

ちには検診に行くことは重要なことで

あるという自覚がある｡毎月の妊婦検

診や子どもの予防接種はたとえ徒歩2

時間かかっても参加しているのである。

　ただ､彼女たちは全般的に受け身姿

勢であり、自分たちからなにか質問す

るという場面はほとんど見られず､医

師や助産師に言われるがまま機械的に

検診に参加するだけで､妊娠の経過や

子どもの成長発達などを理解している

　　　　　　　AMDA Joumal 2004.107



ヌリランカプロジェクト特集

とは占い難い状況である。

助産師の資格・役割

　スリランカの助産帥は通常､10年の

基礎教育（日本の中学校終了程度）を

受けた後､1年乍の専門教育を受け､免

許を取得する。主に病院・助産所での

助産を主体とする病院助産帥と地域で

ほ子保健衛生活動を主体とする地域助

産帥に分けられるが、どちらも同様の

資格である。

　地域で慟く助産帥に課せられた職務

は母子及び地域住民の疾病予防､健康

増進である。主な仕事として、妊婦や

乳幼児のための移動診療･検診、学校

保健、家族計画指導などが挙げられ

る。また、担当地域の家庭訪問を定期

的に行うことが期待されており、それ

らの訪問を通して病気を未然に防ぐた

めの教育を行ったり、悪化する前に早

期治療を行えるよう適切な指示を与え

ることなどが役割とされている｡主に

母子保健を担当しているが､地域の第

一線で村人たちの健康状態についての

情報をつかむ専門家としての役割も期

待されている｡地域助産師の活動は日

本の保健帥の活動と共通点が多い。

　スリランカでは助産帥1人に対して

約3000人単位で担当地域を区切るよ

うにしている。しかし、現在ワウニア

県の地域助産帥は定員の半分も満たさ

８　Å訂切□ａａ�２θ佩/θ
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れておらず、14万人の人目を19人で

切り盛りしている。

ワウニア県の助産師活動

　ヮウニア県の面積は約2万ヘクター

ル。都市部以外の人目は散在してお

り、戦地であったため、インフラ整備

も進んでいない｡各地域助産師は家庭

訪問用に自転車を支給されているが、

ときには2時間かけて訪問しなければ

ならないほど助産師ひとりが受け持つ

地域が広い。

　ヮウニア県北部のIヱrE支配地域を

担当する助産師は現在２名。ＨＴＥ支

配地域はヮウニア県のほぼ半分を占め

ており､人口約2万人が住んでいる｡政

府の支配が及ばないこの地域でも、医

師･助産師の活動は特別に許されてお

り、政府側の医師や助産師がUTTE側

のヘルスセクターと協力して活動が行

われている。

　助産師の職務は上述した通りである

が､定員を大きく下回っているヮウニ

ア県の助産師たちはそのすべての職務

をこなせていない｡助産師たちは県内

各地で行われている妊婦検診と乳幼児

予防接種をこなすだけで精一杯なので

ある｡検診における妊婦や母親への健

ダ
グ
｀

って妊産婦の存在の把握をし､検診を

受けるように勧めたり、経過を観察し

て異状があれば早期に処置を行う、と

いうことも助産帥の重要な活動のひと

つとされているが､実際には家庭訪問

はほとんど行われておらず､妊婦が検

診に自ら出向かない限り、的確な指導　ヽ

や注意を受けることなく出産をむかえ

ることになるのである。

　助産帥たちの助産や地域保健活動に

関する知識･技術のレベルはけして低

くはない。しかし、慢性的な人員不足

と仕事の多さ、また、仕事量に見合っ

た給料がもらえないことなどから､仕

事に対する積極性､自発性は低くなっ

てしまっている。低賃金、待遇、そし

て欠員をうめるために増え続ける仕事

量に耐えながら自らの行動に対する高

い積極性､自発性を保つことは容易な

ことではない。

　しかし､だからといってこの現状を

見過ごしてしまえば､その負の影響を

受けるのは地域に注む人々､主に母親

や小さな子どもたちである｡必要なケ　。

アが受けられず､何も知らないまま出

産をむかえることはそれだけで生まれ

てくる子どもに高い生死のリスクを負

わせることになる。

　助産帥ひとりひとりのちょっとした

康教育活動も本来なら行われていなけ　　活動の変化は､多くの命を救うことに

ればならないのだが､それらの活動を　　もつながるのである｡彼女たちがその

見ることはまれである｡家庭訪問によ　　自覚を持ち、自らの職務の重要性を理
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解し､より積極性を持った仕事ができ

るようになることを目指してＡＭＤＡ

は活動を始めた。

　　　AMDAの取り組み

　　　　助産帥の自発性と積極性｡これらは

　　　物差しで測れるようなものではなく、

　　　変化を客観的に示すことは容易ではな

　　　い。しかし、結果は必ず地域の人々の

　　　中に見えてくるものなのである｡小さ

　　　な変化が積み重なっていつしか大きな

　　　変化となって現れるものである。まさ

　　　に「塵も積もれば山となる」のである。

　　　　自発性､積極性を高めるトレーニン

　　　グとはどのようなものだろうか？これ

　　　らは単に講義を受けることによって身

　　　に付くことではない｡彼女たちが自分

声、で考え、自分たちに欠けているものと

　　　その重要性に気づき、自ら変化を望む

　　　場合のみ彼女たちに行動の変容が見ら

　　　れるのである。

　　　　そこで私たちが考えるトレーニング

　　　は、主に彼女たちに「考える」そして

　　　「話し合う」機会を与えることに重点

　　　を置く。答えは必ず彼女たちの中にあ

　　　り､重要なことはいかにそれを引き出

　　　すことができるかなのである。もちろ

　　　ん､知識や技術も大切であり、その点

　　　を磨くための講義や実習なども行って

　　　いくが、それに並行し、より多くのグ

　　　ループワークや事例検討を用いて､彼

　　　女たち自身の活動を振り返る機会を設

　　　けたいと思っている｡何かよくて何か

　　　悪いのか､どのように業務を効率化し

　　　ていけるのか､どうしたらよりよい仕

声　事ができるのか､現場の人間はたいて

　　　いそれらをすでに知り得ているもの

　　　だ。しかし、多くの場合それらは目に

　　　出されることなく、心の奥底にしまわ

　　　れている｡その心にしまわれている情

　　　報を口に出し､お互いで共有すること

　　　によって､よりよい道を見つけ出すこ

　　　とができるのではないだろうか｡私だ

　　　ちはその共有作業を助けることによっ

　　　て､彼女たちの行動に変化を起こすこ

　　　とができると考えている。

　助産帥トレーニングは9月半ばから

開始される。第一期の反応と結果を見

て、第二期、第三期へと続く。２年の

歳月をかけ､彼女たちの変化を追いな

がらのトレーニングである｡2年後､ワ

ウニアの女性が安心して妊娠出産をむ

かえることができ、たくさんの健康な

子どもたちを見ることができることを

頻って、私たちは活動に全力を注く≒

社会開発プロジェクトの現地スタッフ紹介

Selvaratnam Seralathan

プロジェクトオフィサー

　私は1995年にモラトゥワの大学に

入学し､工学技術分野で学士号を収得

しました。エンジニアとして34年の

　　　　　　　　　　　　　　ー実務経験があります｡主にスリランカ

東北部で建物建築や道路修復等にエン

ジニアとして関わってきました。

　ＡＭＤＡでは診療所と産科病棟の建

設現場に出向き、工事が滞りなく行わ

れているか･適切な資材を使用してい

るか･労働者はきちんと仕事をしてい

るか等々､建設に関する視察業務全般

を受け持ちます。入札･業者選定の際

に契約書精査等の事務作業も行います。

　以前トリンコマリーでエンジニアと

して働いていたのですが､家族がワウ

ニアに住んでいるため､できればワウ

ニアで仕事を見つけたいと思い、

ＡＭＤＡの採用面接を受けました｡別の

団体の面接も通ったのですが、私は

ＡＭＤＡの活動に対し非常に好感を覚

え、もう一つの団体を断りました。

　ここ20年におよぶ内戦時期に公共

施設、通信連絡網、輸送手段、人々の

健康等なにもかもがズタズタに破壊さ

れ､それはスリランカの発展を大いに

阻害しました。

　停戦後の現在､人々はこれまでの失

われた20年間の生活を取り戻そうと

しています｡これが実現されるには挙

国一致で発展計画を実行する他は無

い、というのが私の意見です。同じ国

民同士でいがみあっている場合ではな

いのです｡このことを諸外国の方々だ

けでなく、スリランカ人がはっきりと

自覚するべきです。

　国の発展には人材育成が必要であ

り、人々の健康を保障することは人材

育成､ひいては国家の発展にとって非

常に重要です。

　ＡＭＤＡは村に深く入り込んで村人

と良好な関係を築き､村人と同じ視線

でものを見て考えたうえで､何か彼ら

にとって必要なのかを見極めながら活

動しており、これは大変素晴らしいこ

とだと思います。

　ＡＭＤＡの活動はきっと成功すると

私は強く信じています。

Jerrine Mylvaganam

アシスタント医療調整員

　私の出生地はジャフナ県ですが､現

在はワウニア県に夫と4歳と1歳半に

なる二人の娘と共に住んでいます｡私

たちは内戦中の1995年にジャフナを

離れ､マドウにある福祉施設にやって

きました。そこで私はMSFフランス

(国境なき医師団)で働く機会を得ま

した｡MSFでは国中から戦禍に追われ

るようにして集まってきた避難民と出

会い､彼らから実に多くのことを学び

ました。

　2004年７月、私はＡＭＤＡでアシス

タント医療調整員として働き始めまし

た。仕事内容は、医療調整員の補助と

英語⇔タミル語の通訳､それにワウニ

ア中の母子保健センターを訪れて母子

の健康状態改善に寄与するために日々

活動を続けています｡私たちはただひ

たすら国が平和になることを願ってい

ます。政府もUTTEもいがみ合うこと

を放棄し､平和に向けての対話を続け

なければなりません｡人はみな平和で

幸せに生きる権利があるし､憎しみあ

うことではなく国をいかに発展させる

かについて考えるべきです。

　ＡＭＤＡはワウニアで社会開発事業

を実施しています｡プーバラサンクラ

ムで産科病棟を建設し､医療機材も提

供します｡ワウニア中央病院はいつも

患者で溢れかえっていて､十分なケア

ができていません。この産科病棟の機

能が充実することによって患者が多数

訪れ､中央病院の負担が軽くなればい

いなと思います。

　　　　　　　/U井)A力片ぴ心1/2θθ4./θ9
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　また､AMDAは助産婦やボランティ

アヘのトレーニングも始めます｡それ

によって､彼らが妊婦に妊娠時の諸注

意や健康問題についての知識を深めて

くれると期待しています。

　ＡＭＤＡスタッフはみなお互いに協

力し合っており、とてもいい雰囲気で

す｡ＡＭＤＡの活動が今後もずっと順調

に行き、人々のためになればいいな、

と切に思います。

Karthigesu Thayaparan

ロジスティックオフィサー（事務全般担当）

　私は、AMDAでは事務所物品管理

やパソコン作業にタミル語の通訳、

時には車も運転するなど多岐にわた

る仕事をしています。 AMDAに入る

前は現地NGOや国際ＮＧＯのスタッ

フとして６年ほど働いていました。

　1983年に内戦が勃発してからの約

20年間は、経済・保健医療・交通網・

通信網のすべてが破壊され､国中が停

滞していたように思えます｡戦争が起

こらなければこの国はもっと発展して

いただろうに、と思うと非常に残念で

す｡今後二度と同じ過ちを犯すことが

ないよう、私たちは国の発展に向かっ

て努力しなければならないと思います。

　保健医療の充実は国の発展に欠かせ

ない基本的要素の一つです｡その役割

の一端を担うＡＭＤＡで慟くことはす

なわち国の発展に貢献することでもあ

り、今私はとても充実しています。

　日本人の方々と仕事をするのはこれ

が初めてですが､みなとても勤勉でス

リランカの村人たちのことを真剣に考

えてくれており、そのような職場で慟

ける私は本当に幸せだと思います。

veerasingam Nirranchan

会計担当

　昨年まで私はキリノッチのBAJ（日

本のＮＧＯ）で会計として働いていま

した。ＡＭＤＡでは今年の８月16日よ

り勤務しています。 ＡＭＤＡはスリラ

ンカで社会開発事業を行っています。

10　AAmAjoma/ 2θ屏｡珀

　|ぶ務所をとりまとめる占昆統轄は私

たちスタッフを丁寧に指導してくれま

す。スタッフは皆仕事熱心で、互いに

助け合っていい雰囲気の中で仕事して

います。

　内戦によって、多くの人々が土地や

家・家族を失いました。于･足を失った

人や学校に満足に通うことができない

子供たちもまだまだ大勢います｡私た

ちはいまだにくすぶる戦争の火種を完

全に消し去って真の平和を手に入れる

べきだし、そのことなしに国が発展す

ることはありえないと思います。

　ＡＭＤＡの活動がこの地域での保健

医療問題が完全に解決するまで続けら

れればいいな、と思います。

Saripdeen Mohammed Suhuri

ドライバー
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　ＡＭＤＡで働く前はスリランカ赤十

字で勤務していました｡ＡＭＤＡもそう

ですが､スリランカ国民を支援する組

織で働くことに関して非常に生きがい

を感じています｡働き始めてまだ目が

浅いですが、スタッフはみな仲が良

く、お互いに協力し合っています。

　ＡＭＤＡが今後も末永くこのワウニ

アで活動を続けることを願っています。

Ｓｅｂａｍａｌａｉ Ｒａｎｉｙａｍｍａ

オフィスアシスタント

　私はＡＭＤＡワウニア事務所でオフ

ィスアシスタントとして慟いており、

事務所を清潔にしたり来客にお茶を出

したりといった仕事をしています｡ス

タップはみな親切で仲が良いですし、

この仕事にとても満足しています｡少

し前まではサウジアラビアで4年間慟

いていました。

　私は､単に戦争が終結するだけでは

なく、スリランカが人種やカーストや

言語の違いといったことで差別が生じ

ないような､本当の意昧での平和な国

家になりますように、といつも神様に

お祈りしています。

　ＡＭＤＡのプロジェクトは母子の健

康状態改善に非常に有益だと思います

し､次の世代にとっても同様だと思い

ます｡このプロジェクトが成功裡のう

ちに完了することを願っています。

Thiyagarasa Suthakaran

夜警

レ’

　ＡＭＤＡで夜間の門番として働き始

めてすでに１年以上になります。

　私は現在24歳で､家族は親兄弟総勢

７名ですが、現金収入があるのは私だ

けであり家族全員を養っています｡生

活ははっきりいって楽ではないです

が､常に正直にまっすぐ前を向いて歩

き、篤い信仰心を持ち続ければ、きっ

といいことがあると信じています。

　停戦合意の後､人々は戦禍の混乱か

ら立ち直り平穏な生活を取り戻したか

のように見えます。

　今後もこの状態が続けばいいと思う

し､ＡＭＤＡが人々のためになるような

活動を今後も末永く続けることを願っ

ています。

　　　　　　　(翻訳　岡崎　裕之)
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　医療和平プロジェクト

超音波診断装置のサービスについて

ＡＭＤＡスリランカ　松永

　　　ＡＭＤＡスリランカ医療和平（AMDA

　　Peace Building Project through Health

　　in Sri Lanka: PBP）の展開する北部キ

　　　リノッチ、束部トリンコマリ、南部ハ

　　　ンバントタの３つの活動地の中では、

　　　キリノッチの医療施設は戦火の影響で

　　　特にその施設､医療機材の不足は否め

　　　ない｡人口約17万人のキリノッチには

　　　中央病院が1､地方病院が3､一次診療

　　　と産科施設のある病院が4、そして一一

　　　次診療の病院が2、というのが政府系

　　　の医療施設である。もともと質、量と

あ　もに十分とは言えない施設が20年は

　　　どに及んだ内戦時には攻撃目標ともな

　　　り、地域の医療事情を更に悪化させて

　　　いる｡現に中央病院には今でも弾痕の

　　　残る崩壊した建物の壁が不気味に建っ

　　　ている。

獅

　停戦合意から二年ほどを経たキリノ

ッチでは､一種のベビーブームが起っ

ている。PBPは外務省の日本ＮＧＯ支

援無償資金のサポートを受けて超音波

診断装置（Ultra Sound: US）を購入さ

せて頂いており、妊娠初期の段階で胎

児の異常を早期発見等に役立てること

一

が出来れば、との願いのもと、先日中

央病院にてテスト運行を試みた。

　USのテスト運行には、機材の搬入

を担当した会社であるデルメジから技

術者が訪れ、USを扱うことになる担

当医師に機材の使い方を説明して頂い

た｡今回はテスト運行だったので実際

の患者さんはお一人のみとなったが、

今後は機材の貸し出しをするPBPの

自己満足に終わらず、このUSがいつ、

どのような形で地元の病院､医師の間

で患者さんに対して使われていくこと

が最も有益なのかを考慮してサービス

を行う予定にしている。

医療和平プロジェクトスタッフ紹介

　2003年３月に開始した、スリランカ医療和平プロジェクトですが、既に１年半が経過しました。プロジ

ェクトで活動しているメンバーに、活動内容や、医療和平プロジェクトヘの思いを綴ってもらいました。

松永　一：現地事業統括

　スリランカ医療和平プロジェクト

（PBP）の方向性、指針を本部と協議の

上､PBPメンバーに伝えると共に、メン

バー間の意思疎通を図り、各人のやり

がいのある仕事の環境を整えています。

　PBPは医療行為の普遍性を再確認さ

せ、異なる民族、宗教観を持つ人々の

融和をもたらす手段であることを示し

ているように思います。

植木　恵子：調整員

人々…｡自分で手を伸ばすのも苦しそ

うな子も”抱っこしてよ”といいたげ

に愛情を求めて精一杯手を伸ばしてく

る。インドのマザーテレサの施設でボ

ランティアをした大学時代､貧困とは

何か、また栄養の大切さを実感し、卒

業後栄養士の学校へ｡保育園の栄養士

を経て､光り輝く島と呼ばれるスリラ

ンカヘ。滞在3年目を向かえ帰国準備

にとりかかっていた頃､ＡＭＤＡのホー

ムページで医療和平プロジェクトと出

会いました。

　振り返れば､国際法を学んだ大学時

代、南アフリカやコソボの滞在､栄養

七として働いた経験､それらすべての

栄養失調の子ども達､道で横たわる　　点が一つの線となって現在につながっ

ているような気がします。

　スリランカ南部のハンバントータ事

務所で健康教育プロジェクトに携わっ

ています｡学校での健康セミナー実施

のため､ＡＭＤＡ健康新聞・マニュアル

作成、地域衛生調査員（PHI）及び学

校側との調整などをしています。

　PHIの方がスムーズに授業ができる

ように、この活動が地域に根付くよう

に、地域の衛生意識が高まるように、

そして北部との触れ合いを通して和平

が前進していくようにと願い､考えな

がらの日々を送っています。

　医療活動を通じて和平に貢献する。

普段の生活の中でも初対面の人にはち

ょっと警戒しますよね｡相手を知るう

　　　　　　　λAmyL/aaa/ 2卯4.珀ｎ
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ちに自分との共通点や違う所を発見し

て､気を許せるようになったり親しみ

を感じます。人種、性別、宗教色んな

垣根を越えて相手のことを知ることが

大切だと思います｡南北交流等の機会

を通して北の生活や環境を知ったり、

南のことを伝えたり誹日平の第一歩に

携わっていけたらと思ってます。

吉冨　久美子：調整員

　大学で開発･環境という分野を専攻

しています｡机上でこの分野を学んで

も現実感が伴わず、これまで何度か、

短期的に国際協力活動の現場に関わり

ましたが、長期間1つのプロジェクト

に関わってみたいという思いが強くな

り、今回大学を休学し参加させていた

だくことになりました。

　南部ハンバントタ地区での巡回健康

教育活動全般と明るく楽しいセミナー

作りを行っています。

　医療和平プロジェクトとは、“医療

と和平のコラボレーション”という大

きなイメージしかありません｡大きな

挑戦だけにいろいろな形に姿を変えう

る取り組みだと思いますが､ここスリ

ランカでのよりよい「医療和平」の形

を模索していきたい､またその収り組

みに私自身少しでも貢献できたらと願

っています。

佐々木　久栄：看護師

　ナースとして目々病院で慟いている

中､国際協力にいつしか関心をもつよ

うになりました｡そしてその第一歩と

なったのがAMDAのパキスタンでの

活動でした｡パキスタンのアフガン難

民支援活動に１年間携わり難民の生活

に関わる事ができ、人間としてあるべ

きはずの平等･自由がない世界がある

事を知りました｡そんな中で私は看護

帥として人間として何か出来るのかを

深く考えさせられました。また異国文

化の中で看護を展開していく難しさと

面白さを知り、幅広い出会いをも感じ

る事ができ､海外での活動を続けてい

きたいと思いました｡帰国後そんな気

持ちの中､パキスタン担当の本部職員

の方にスリランカプロジェクトのお話

を頂き、自然に話を進めて頂く事がで

きました。このプロジェクトに参加す

る機会を与えて下さった事に本当に感

謝しています。

　巡回健康教育（巡回診療と学校教

育）の活動に主に関わっています。前
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任の方々が作り上げて下さった教育の

場や住民･地元機関との関係、教育の

方法を参考にしながら日々､健康教育

に取り組んでいます｡教育を行ってい

く中､私達が与えた知識を住民の方が

どこまで理解し､行動に結びつける事

ができるのか､その過程に難しさを感

じています｡治療を提供するだけでは

なく、予防教育の重要性を感じ実行に

移してもらえるように住民の方と深く

関わっていく中で情報を得ながら、こ

の国に応じた健康教育を行っていく事

が必要であると感じています｡また限

られた1年間という期間の中で教育を

幅広く深く行い､個々の健康に対する

関心を高め、個人レペルから家族、そ

して地域レペルヘと教育が住民の方の

力によっても広がっていく事が出来れ

ばと思います｡現地スタッフや地元関

係機関の方とも協力し合いながら、ま

た住民の方と深く関わっていく中で、

今私達が中心となっているこの活動を

この地域にどういった形で残していく

のか、この国に根付いていくような活

動を見つけていきたいと思います。

　医療という必要不可欠なサービスが

十分にバランスよく行き届いていない

この国において､私達が医療を公平に

中立の立場で提供していく、その活動

自体が医療和平につながっていくので

はないかと思います｡多民族の中で公

平に医療や教育を行う私達の活動を通

して人々が民族や地域における違いの

ない事に気づき、そこで一体感が生じ

る事によって､人々の平和を希求する

思いが和平に向けての行動に繋がる、

その過程が和平プロセスなのではない

かと思います｡この国の人々自らが平

和や生命の尊さへの理解を深め､和平

に目を向けてもらえるように､私達の

活動がそのきっかけ､大きな原動力と

なっていけばいいのになと思っていま

す。

千葉　まゆみ：診療放射線技師

　仕事としてはＸ線撮影です｡前任の

方が立ち上げたモバイルX線を軌道に

乗せ､Ｘ線撮影を受けるのが困難な地

域住民へのアプローチと、キリノッチ

病院Ｘ線室のボトムアップを行ってい

ます。

　医療和平プロジェクトとは､文字通

り、医療を通じて和平を構築すること

です｡すべての人が平等に医療サービ

スを受けられるというのは､基本的な

ことですが､たいへん難しい現実でも

あります。人種、住んでいる地域、生

活の格差などを超えて､一歩でもその

基本に近づくためにこの活動があると

思います｡この活動が和平に直結して

いる実感は、今はまだありませんが、

健康な体で日々の生活を送ることがで

きている人々が､キリノッチでも増え

てきているように感じます｡希望を持

ちつつ活動をしていきたいです。

武田　未央：看護師・保健師

　看護帥として働いていた時に出会っ

た様々な人の影響で国際協力に興味を

持ち始め､いつか自分も看護職として

現場で働いてみたいと考えていまし

た。また、国際協力に医療職として携

わるならば､公衆衛生や保健教育の知

識が必要では…と考え､昨年保健帥の　。

学校に進学し､主に地域での公衆衛生

活動について学びました。

　プロジェクト参加のきっかけは､保

健帥学校卒業の際､進路に迷っていた

ときにたまたま開いたＡＭＤＡのホー

ムページで募集を知り、心の葛藤を繰

り返した本､応募することに決めまし

た。また、「スリランカ」という国にも

惹かれました。

　具体的な活動内容は以下の２つです。

①看護職として、こちらのローカルナ

ースやローカルスタッフ、ＡＭＤＡの

Drと共に巡回診療の場で活動

＊簡単な問診から血圧・体温の測定、

創傷の処置､ＡＭＤＡ健康新聞等を利用

しローカルスタッフと共に予防教育や

患者を指導

②北部の3つの学校にて保健教育を展　ｒ

開。「予洗い・うがい」「トイレを使お

う」などの基本的な生活行動について

子どもたちに指導

＊環境や文化・習慣の違うなかで、い

かに地域の人々や子どもたちに基本

的･衛生的な生活習慣が浸透し、疾患

の予防や健康的な生活に結びつくかが

課題。

　また､今後はもっと地域の保健や教

育の担当者とも連携をはかり、私たち

の活動が地域に根付いていくように働

きかけていきたいと考えています。

ＡＭＤＡ撤退後､地域の人々の手で活動

が続いていくよう願っています。

　日々活動するなかで､医療職として

どのようにこの国の和平に貢献できる

のだろうかと自問自答を繰り返してい

ます。ただ、今回与えられた機会を生

かし、この国で自分のできることを誠

意を持って行うことで結果がついてく
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れば…と思っています｡最終的にこの

国の和平は､この国自身の人々の手で

築き上げていかなければなりません。

私たちの活動がそのきっかけになれば

いいのではないでしょうか。

幸長　由子：調整員

　キリノッチやハンパントタ、トリン

コマリでの現場の活動をお金の面から

サポートする大切な仕事なので緊張

の毎日です。9.11同時多発テロやイラ

ク情勢など､世界は平和といえる状態

ではないんだな…ということがたくさ

んあります。じやあ､平和ってなに？

と考えている時に、このプロジェクト

ヘの参加募集のお知らせを発見しまし

た。“平和を創り出ず現場に参加す

ることで､平和について考えてみたい

なと思い､プロジェクトに参加してい

ます。プロジェクトに参加して､平和

を創り出すには、本当に色々な種類、

またレベルの活動が必要なんだと実感

しています｡政府代表や対立組織のト

ップによる平和への合意といった政治

的なレベルから、対立時に分裂､衰退

していたシステムの再構築といった行

政レベル、さらには、人々の心の和解

といった個人レベルの動きが必要です。

　医療和平では、北部、東部、南部の

３地域に活動を展開し､健康新聞をタ

ミル語、シンハラ語、英語の３言語を

同時に用いて作成、配布することで、

個人レペルでの心の和解を行っていま

す。また、医療システムが紛争により

破壊されたキリノッチでは､巡回診療

を実施することで､医療システムの再

構築という行政レペルでの和平に繋が

る活動も行っています。

　さらに、日本の皆様のサポートを受

けて､私たち日本人がスリランカの地

で活動することによって､スリランカ

の人達に､“日本の人達は､スリランカ

に平和になって欲しいんだよ”という

メッセージを届けることが出来ている

のではないかと思います。それは、平

和に向って活動している様々な人達の

大きな励みとなっています｡平和は私

たちの活動だけでは実現できないけれ

ど、私たちの活動は、この国の平和へ

の動きの重要な一部分になっていま

す。できるところから着実に、活動で

きたらいいなと思っています｡よろし

くお願いします。

クエッタ医療調整員 募集

　ＡＭＤＡでは、2001年のアフガニスタン攻撃以来パキスタン・クェッタ

を拠点としてアフガン難民に対する医療支援活動を継続展開しています。

今後､パキスタン地元住民への医療支援も視野にいれた活動を計画してお

り、新たに医療調整員を募集することとなりました。

募集職種：医療調整員

任務地　：パキスタン・クェッタ事務所

業務内容：クェッタ事務所の実施する事業に関し、

１）事業統括調整員の監督のもと、医療データ管理、スタッフ管理､備

　　品･物資管理､データ管理､医療施設や患者などとの渉外などを行う。

２）事業統括調整員との連携に基づき､医療活動全般に対して助言指導

　　を行なう。

資格：国際医療協力活動に理解と熱意をもち､AMDAの理念に賛同され

　る、心身ともに健康な方｡現地の文化･政治に理解をもち、現地スタッ

　フと一致協力して業務に就ける方。

　日本政府発給の医療に関わる資格を有し､5年以上の臨床経験をもつこ

　と。

　国籍､性別は不問。1年以上の赴任が可能であり、基本的なPC技能、お

　よび英検2級程度以上の英語技能をもち､英語による業務が可能である

　こと。

　英語での業務経験をもつ方､発展途上国での活動経験のある方を優先し

　ます。

派遣時期:2004年11月以降６ヶ月以上

締切り　:2004年10月末日

｜

スリランカ医療和平プロジェクト

　　　診療放射線技師

　2003年2月より、スリランカにて医

療和平プロジェクトを行っています。

内戦の主戦場となった北部において巡

回診療と巡回健康教育を、また東部ム

スリム居住地域および南部シンハラ人

多数派地域にて巡回健康教育を実施

し、敵対してきたグループに対し、バ

ランスのとれた復興支援活動を展開し

ています。

募集職種:診療放射線技師

任務地　：スリランカ

資　格　：医療和平プロジェクトを理

解し､活動方針に共感される方｡また、

劣悪な環境にも耐えられる心身ともに

健康な方。

　５年以上の社会経験(さらに手現像

が可能な方)、また途上国における活

動経験をお持ちの方を優先します。

　日常会話以上の英語力(必要に応じ

て現地語通訳を手配)

派遣時期：即日から2005年３月まで

　　　　　(ただし相談に応じます)

締切り　:2004年10月末口

待遇:AMDA派遣規定に準ずる。

　　　　AMDAホームページ「派遣者および参加制度について」参照

ご応募・お問い合わせ先：特定非営利活動法人　アムダ　　〒701 -1202 岡山市楢津310－1

　　　　　TEL 086-284-7730　　　FAX086-284-8959　　　URL　http://www.amda.or.jp

ご応募の際は、履歴書、職務経歴書および志望動機書をそれぞれ和文・英文各１通をお送り下さい。

（書式自由、和文履歴書には本人写真添付のこと｡）

備考：応募時、パスポートの有効期限が６ヶ月以上あることをご確認下さい。

- 一 一
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バングラデシュ洪水緊急救援活動

今後の対洪水支援活動1

　　　　　◇

AMDA職員　岡崎　裕之

　７月上旬よりバングラデシュ全土で

大規模な被害をもたらした洪水は8月

に入ってようやく水が引き始め、８月

中旬には平年の雨期の水位にまで下が

った｡ＡＭＤＡ職業訓練センターに避難

していた住民は8月13日までに全家族

が各自の家に戻り、ＡＭＤＡも８月14日

より通常の職業訓練やマイクロクレジ

ット業務を再開した。

　洪水は一段落したと言える。ただ、

今回の洪水のもたらした災禍はすさま

じいものである。

　以下､現在までの被災状況を簡単に

説明する。

・被害を受けた県：全64県中46県

・被災世帯:700万世帯

・被災者数：被災者数3､300万人

　　　　　　(全人口の約25％)

・洪水による死亡者:700人以上

■損壊家屋：全壊　147万戸

　　　　　　半壊　285万戸

・建造物・産業：推定4000億タカ

　(約8000億円)

　ジュート･被服工場への被害推定

　220億タカ(約440億円)

・教育:60の学校が全崩壊。

　　　　400万人の生徒の就学に影響。

・農業:500万人の農民に被害及ぶ

　　　　(うち270万人は小作農)

　　　　被害総額　推定230憧タカ

　　　　(約460億円)

・漁業:46県で総額推定100億タカ

　　　　(約200憧円)

・家畜飼育：鶏25万羽、牛1650頭、

　山羊4000頭、鴨46000羽死亡。

　総額推定204億タカ(約408億円。

　家畜小屋等への被害も含む)

*データは8月末時点のもの｡政府広報および新聞

　記事より抜粋
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こついて

　1998年には「今世紀最悪の」と形容

された大洪水が全土を襲ったが､数字

を見る限りでは今年の被災状況は98

年にほぼ匹敵するものである。人々は

通常の生活に戻りつつあるが､災禍の

傷が完全に癒えるまでにはまだかなり

の月日を必要とする。それを踏まえ

て､ＡＭＤＡは今後も引き続き洪水後の

復興支援活動を12月末まで行う。

　以下､活動内容を簡単にご紹介したい。

＜巡回診療＞

　現在2チームに分かれ、金曜を除く

毎日、主にボートでアクセスの悪い村

々を巡回診療している。診療は９月末

まで行われる。

　洪水の危機は去ったものの､今度は

感染症の発症が懸念されている｡村で

は多くの住民が裸足で生活している

が､ぬかるんだ泥土を歩くことによっ

て皮膚病になる罹患者が徐々に増加し

ている。また､井戸水が汚れてしまい、

大腸菌等が繁殖する水を飲むことによ

ってﾄﾞ痢症になる者も非常に多い。

ＡＭＤＡは巡回診療によってこれら患

者の削減に努めると共に､手洗い励行

やトイレの利用といった保健衛生教育

を強化し､病気発症を未然に防ぐこと

にも努めている。

＜飲料水巡回供給＞

　井戸が冠水して生活排水等が混入

し､安全な飲料水の確保が難しい状況

になっている。ＡＭＤＡは職業訓練セ

ンターの地下100メートルより汲み上

げた浄水を1000リットル､毎日2箇所

の村に巡回供給している。また殺菌効

果のある塩素消毒液を配布して使用法

を説明し､巡回に来られない日の安全

な飲料水確保に貢献している。

　政府は現在各地を巡回して井戸の分

解洗浄を行っているが､これは10月末

までかかると言われている｡AMDAは

ニれに合わせる形で10月末まで飲料

水の巡回供給を続けることにしている。

＜家屋再建＞

　現在､各地の被災状況を調査中であ

り、９月中旬までに受益者が決定され

る。貧しい者、被災状況の深刻な者を

優先して選出する。受益者は、あとで

村人から不平不満がでないよう、

ＡＭＤＡスタッフと村人との間で何度

も話し合いが行われた上で決定され

る。また、限られた予算の中でより多

くの村人に支援を、という意図で

ＡＭＤＡは建築資材のみを提供し､労働

力は村人自らが拠出することになった。

工事は雨期が終わった10月頃からス　。

タートする予定で､12月中に完了予定

になっている。

　バングラデシュに眼ったことではな

いが、この国の人達は家族・親族のつ

ながりを非常に大切にする｡傍から見

ていて「どうやって生活しているのだ

ろう？」と不思議に思う場合でもお互

いに助け合ってなんとか生活していた

りする。

　ただ､それでは余裕があるのかとい

うと、決してそうではない。貯金など

まったくなく、ギリギリのところでな

んとかバランスを取っている者も非常

に多い。例えて言えば、いつもコップ

になみなみと水を入れた状態なのであ

り、ひとたび今回のような全土を襲う

災害が起こると､助け合うこともでき　。

ず､たちまち困窮してしまうのである。

　現在､バングラデシュ政府もさまざ

まな支援計画を立ててはいるか､国自

体に余力がないこともあり、やはりま

だまだ不足の感は否めない｡ＡＭＤＡ

としてやらねばならないことはまだま

だたくさんある。

　今後も皆様の温かいご協力とご支援

をお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　『一一
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ＮＨＫ／ｘ=トフォ=ラム●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　ＡＭＤＡｒ高校生の底力－次世代人道援助ＮＧＯを担うー」:

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

‥‥‥‥‥“910bal village -for many happy srniles-”‥‥‥‥‥:

　ＡＭＤＡ高校生会は、ＡＭＤＡの活動を支援するボランテ

ィアグルーブとして、1995年に発足しました。

　昨年8月、AMDA高校生会のメンバー３人が活動のｰ環

として、スリランカスタディツアーに参加し､ＡＭＤＡスリ

ランカ医療和平プロジェクトの現場を視察しました。

　スリランカは約20年にわたり続いた内戦が2002年12月

停戦合意を迎え、現在復興の真っ只中にあります｡ＡＭＤＡ

　　高校生会メンバー３人は、スリランカ

　　内戦により多くの建物が破壊された北

　　部地域において､ＡＭＤＡプロジェクト

　　スタッフとともに巡回診療に同行し、

鼻　さらにコロンボのデビバリカ高校で

ニ　は､英語によるＡＭＤＡ高校生会の活動

　　紹介､デビバリカ高校日本語クラスに

　　よる日本語でのスピーチ、日本語辞書

　　の寄贈、日本の盆踊り披露や現地高校

　　生の伝統舞踊による異文化交流を行い

　　ました。帰国後も、同国プロジェクト

●‘

支援のため岡山市内においてフリーマーケットや街頭募全

活動を行うなど、継続した支援活動を行っています。

　スリランカヘのスタディツアーをきっかけとしたこれら

の交流･支援活動は、今年の夏､ＮＨＫ厚生文化事業団との

共催により、スリランカ・デビバリカ高校の日本語クラス

の生徒（Jeewani kalubowila ・Kasuni Danushika）2名と

教師（Anju　C.Hewage）1名を岡山へ招待して、高校生

フォーラムを開催するという新たな企画を生むことにな

り、2004年８月７日、岡山国際交流センターにおいてＮＨＫ

ハートフォーラム　ＡＭＤＡｒ高校生の底力－次世代人道援

助NGOを担うー］を開催しました。

　フォーラムでは､ボランティア活動や海外交流等を行っ

ている岡山県内の高等学校の皆さんにも活動報告をしてい

ただき､互いのボランティア活動の係わり合い等について

も意見交換を行いました｡ＡＭＤＡ高校生会からのスリラン

カスタディツアー報告や、スリラン

カの高校生よりスリランカ紛争の中

を生きてきた体験を聞き、次世代を

担う岡山県内の多くの高校生たち

が、戦争の悲惨さを共有することに

より、共に平和について考えること

ができました。

　最後に、日本とスリランカ双方に

よる平和へのメッセージが読み上げ

られ、第一部平和交流が終了しまし

た。

　第二部は文化交流として､岡山県立高松農業高等学校生

（池上幸彦・渡漫昭和・安部優二・小川麻衣・本所真由美・

森　由貴・杉井久美子・遠矢美鈴・那須友香里）による岡

山･最上稲荷に伝わる和太鼓の演奏やスリランカの舞踊が

披露され､また日本とスリランカの高校生の日常生活ビデ

オを放映したりと楽しい交流も行われました。

　また､ＮＨＫ岡山放送局橋本明久放送部長､特定非営利活

動法人アムダ菅波茂理事長､小池彰和ＡＭＤＡシニア・ボラ

ンティア・アドバイザー、各方々より、参加高校生の活動

への称嘆、激励等、温かいお言葉をいただきました。

ＮＨＫハートフォーラム　ＡＭＤＡｒ高校生の底力－次世代人道援助ＮＧＯを担うー」

　　　　　　　　“global village－ formany happy smiles－”

＜日時＞　2004年８月７日（土）14 : 00 ～17 : 00

＜場所＞　国際交流センター　２Ｆ　国際会議場

＜予定内容＞

　平和交流「Life,Love,Laughtel;」

　・岡山県内各高校の各クラブ等によるボランティア活動紹介

　・ＡＭＤＡ高校生会のボランティア活動について紹介

　・スリランカ・デビバリカ高校生徒による学校紹介

　・高校生（スリランカ・日本）によるピースメッセージ

文化交流「Bord�ess」

・スリランカ高校生との交流会（日本とスリランカの伝統文化の紹介）

・ビデオによる両国高校生の生活の比較、文化の比較　　　他

共催:NHK厚生文化事業団、ＮＨＫ岡山放送局、特定非営利活動法人アムダ

後援：岡山県、岡山市、岡山県教育委員会、岡山市教育委員会、国際協力機構（JICA）中国国際センター
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岡山県内高等学校によるボランティア活動紹介

｢清心女子高等学校Ｓクラブの福祉

ボランティアについて｣

清心女子高等学校

佐藤文佳・森　彩佳

いこう」をモットーに活動｡老人福祉

施設訪問や旭川荘いづみ療の夏祭りの

手伝い､学生食堂の使用済み割り箸を

回収して再生紙にするリサイクル活

動、赤い羽根募金、あしなが育英会募

金、歳末助け合い募金活動を実施。

＊活動紹介をしたメンバーの内の1名

が、このフォーラムの後に、活動の内

容･場を広げようとＡＭＤＡ高校生会に

も入会してくれました。

｢笑顔とやさしさみんなで一岡山県

立高梁高等学校ボランティア活動｣

　ＳクラブのＳはServiceの意味です。

国際ソロプチミスト岡山の支援を受

け、自分が何かの役に立つことを願

い、老人施設での奉仕活動、施設の于･

作り品の販売、あしなが学生募金協

力、地元老人の敬老公等を実施。

＊ボランティア活動をやり終えた後、

当たり前の幸せに気付かされ､その幸

せに深く感謝をします｡そして感じた

ことや考えたことから、いつも前向き

な気持ちになります｡ボランティアの

活動の素晴らしさは、このようなとこ

ろにあると思います｡いつもと違う視

点から、自分や社会を見せてくれ、普

段忘れていることや､社会の中に隠れ

ていることを気付かせてくれます｡そ

して、これらのことが、またボランテ

ィア活動をしようと思う原動力になっ

ているのです。

岡山県立高梁高等学校

赤木　友香・渡濃　香織

｢平成15年度活動報告－ボランティ

ア活動を経験して感じたこと｣

岡山理科大学付属高等学校

仁科　和也・東野　剛士

　笑顔とやさしさをモットーに地域社

会の発展を目指し､地域清掃ボランテ

ィア参加､市内落書き消しボランティ

ア、高梁授産センター行事参加、福祉

施設訪問活動､交通安全マスコット配

布を実施｡単位認定に伴うボランティ

ア活動を新たに立ち上げ､高梁高校全

体をあげてのボランティアに発展させ

ている。

＊世代を越え､幅広い人々と共に生き

ていくことの大切さと喜びを体験して

います｡地域の人々に喜んでいただけ

｢自分にできることを無理なくして　　ることは､私たちの喜びと達成感につ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ながり、人間性豊かな自己形成に向け

て､少し自分を成長させることができ

たように思います。

｢岡山学芸館高等学校インターアク

トクラブ愛をつなぐ私たちの手｣

岡山学芸館高等学校

左達　弥生･岩本　真和･宮田

中桐有政子･木下　直子･大野

倫加

真央

で行動することを目的とし､関原ロー

タリークラブの支援を受け､国際理解

推進や地域社会に奉仕するプロジェク

トに参加。グリーンクロスジャパン、

ワールドビジョンジャパン･チャイル

ドスポンサーシップ、タイ・プラティ

ープ財団里親事業等支援活動､ユニセ

フ街頭募金､福祉施設講演会・催事手

伝い､古紙回収収益金によるウガンダ　４

のピーター君の経済援助活動等を実

施。

＊人に喜んでもらうだけでなく、気づ

き、自ら積極的に行動し、自らも楽し

む活動を行っていきたい。

　今後、新しい活動としては、地城の

人々と連携し､地域社会に貢献できる

活動をしていきたい。

｢AMDAスリランカ医療和平プロジ

ェクトー保健衛生教育支援一｣

AMDA高校生会

中村　吉秀・寺岡あかね

　スリランカは2002年2月にノルウェ

ー政府の仲介によって停戦合意が結ば

れました。スリランカはシンハラ人政

府とタミル人の反政府ゲリラUITEの

間で20年間内戦が続いていました。

　ＡＭＤＡスリランカ医療和平プロジ

ェクトの目的は、中立人道援助のも

と、スリランカの和平復興樹立に寄与

することです｡プロジェクトの内容は

１）内戦の被害のため医療施設がいま

だ整備されていない北部と東部､貧困

層の多い南部地区での巡回診療

２）タミル人・シンハラ人の相互理解

を深め､和平への貢献と健康教育を目

相子の気持ちを思いやり、自ら進ん　　的としたタミル語、シンハラ語､英語
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の3言語によるAMDA健康新聞の発行

および小学校での保健衛生教育の実施

です。

　AMDA高校生会では､AMDA健康新

聞の発行支援をしています｡ＡＭＤＡ健

康新聞は身近な健康教育をとりあげて

おり、病気の予防に必要なうがいや手

洗いの大切さも、分かりやすい絵をた

AMDA高校生会

藤井裕也

　　　　人類の歴史をみると、異質なもの

　　　を差別したり排除したりすることは、

　　　争いにつながるのだということが分か

　　　ります。しかし、今でも女性差別や障

　　　害者差別などは新聞などで取り上げら

　　　れています。日本ではつい最近までハ

　　　ンセン氏病患者が強制隔離されたり、

　　　アイヌ民族への差別がありました｡世

　　　界で起こっている戦争や紛争はこれら

　　　の延長上にあると思います｡争いの無

　　　い平和な世界をつくるためには､人々

　　　がお互いに興味を持ち、自分と違う人

　　　々を知るということが大切だと思いま

　　　す。そして、たとえ身体的特徴の違い

r　や文化の違いがあったとしても、互い

｀　　にその違いを理解し、認め合い、尊重

　　　し受け入れ、そして自分達の心を聞

　　　き、相手の痛みを理解し、相手の幸福

　　　を願うことが大切です。

　　　　平和な世界にするためには、まず、

　　　身近なところから幸せの輪を広げてい

　　　くことが重要だと思います｡例えば父

　　　母を大切にして幸せな家族をつくろう

　　　と努めたり、傷ついている友達に声を

　　　かけ、痛みを共有するといったよう

　　　に､身近なところから始めようと思い

　　　ます｡そして､私達は世界に目を向け、

　　　様々な国や人について学び､あるがま

　　　まに受け入れ､その現状をより多くの

　　　人に理解してもらうことが世界につな

　　　がる第一歩だと思います。

　　　　いつの日にか、世界の人々が争わ

　　　ず､共存していけるような平和な世界

　　　になることを信じて､少しでも世界平

　　　和のためにできることを実践していき

くさん掲載しながら、子ども達に分か

りやすい読み物にしてあります。

　高校生会は､ＡＭＤＡ健康新聞の内容

に合わせて、歯ブラシ、救急箱等を支

援しました。今後も、素足の子ども達

が多い状況を加味して、ビーチサンダ

ル等も支援したいと考えています。

たいと思います。 2004年８月７日

スリランカ　デビバリカ高等学校

Jeewani　Kalubowila

　皆さん　こんにちは

　「平和」について､こんなに多くの人

の前で話すことができて､私はとても

幸せです。

　「平和」という言葉は､現在､世界の

どこからでも聞こえてくる言葉です

が､現実はとても少ないものになって

いると思います｡最初に、本当に心か

ら平和を願わなくてはなりません。

　私にとって「平和」の原点とは自分

の家です｡家の「平和」を守ることが、

知らず知らずに社会の「平和」を守る

ことに繋がると思います。そして、そ

れが国や匝界の「平和」の道を探すこ

とに繋がると思います。

　しかし､払たちはそんな道があって

も、その道に迷って生活していると思

います｡だから現在ほとんどの国は平

和が乱れて困っているようです｡スリ

ランカのようなアジアの国々でも、ア

メリカのような発展した国でも、イラ

クのような中央アジアの国でも、テロ

などで平和が無くなっています｡そし

て人々の生活様式が乱れて発展も停滞

しています。さらに戦争の結果、苫し

んでいる人々のほとんどが女性と子ど

もたちです。

　現在スリランカでは､生まれ育った

地方を離れ、お母さん、お父さんと離

れて孤児院で苦しい生活を送る子ども

たちが少なくありません｡同じように

夫が已:くなり、子どもだちと一緒に寂

しい生活を送る妻のようすも、とても

悲しいことです。スリランカ人とし

て、シンハラ人にもタミル人にもこれ

が当てはまります。

　これは世界のどこでも同じ結果が見

られます。でも、皆さんもよく知って

いるように､戦争で勝った国はひとつ

もありません｡第二次世界大戦の日本

も同じだったと思います｡広島と長崎

に投ドされた原子爆弾のために今も後

遺症で苫しんでいる人々がいます。

　日本とスリランカは昔から関係の深

い国です｡そして両方とも仏教の国で

す｡ですから第二次世界大戦が終わっ

て行われたサンフランシスコ講和会議

で､当事のセイロンの大蔵大臣Ｊ．Ｒ．

ジャヤワルダナ氏は、「憎しみは憎む

ことによっては消えず､愛することに

よって消える」という仏様の言葉を引

用しました。この時から日本とスリラ

ンカは友好関係が続いています。

　この世界で起こっているいろんな問

題に立ち向かっている私たちは､私た

ち一人ひとりにできる手段を探して

「平和」を守るために頑張って欲しい

と思います。

　将来､大人になって国を担っていく

私たち高校生が「平和」の大切さを考

え汀平和」を願うこの機会を与えてく

れたＮＨＫとＡＭＤＡに感謝します。今

回のフォーラムの目的を聞いたスリラ

ンカの人たちもみんな喜んでいまし

た。有難うございました。

スリランカの高校生とAMDA高校生会の交流

AMDA本部を訪れて 茶の湯を体験
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AMDA高校生会

藤原　未季

フォーラム参加高校生の感想

　今回のフォーラムに参加でき、本当

によかったです｡今回のフォーラムで

私は照明の仕事を任されました｡本番

前からハラハラドキドキでした｡私が

任された仕事はケースによってライト

の明るさの度合､範囲を的確に変えな

ければなりませんでした。自分に任さ

れた仕事がきちんとできるのだろうか

ととても不安でした。しかし本番前、

照明担当のＡＭＤＡ職員諏原さんにご

指導をいただきなんとかできるように

なりました。参加者が見やすいよう、

ステージで発表する方が［輝く］よう

私なりに努力しました｡照明という責

任のある仕事を担当させて貰い、とて

も勉強になりました。

　フォーラムの内容は私にとってとて

も有意義なものでした。 ＮＨＫそして

AMDA関係者の方々のご協力により、

AMDA高校生会、県内の学校の生徒、

そしてスリランカの生徒で素晴らしい

フォーラムになったと思います。

　他校の生徒たちのボランティア活動

の内容そして成果についての発表を聞

き､私と同じような考えを持った人が

いるんだ、と嬉しくなりました。同時

にその実行力に驚かされました｡今後

のボランティア活動の良い参考になり

ました。

　「平和」についてスリランカ、日本の

生徒の意見を交換した事はとても素敵

なことでした｡両国の生徒が発表して

いるとき、払は心の中で何度も「うん

うん」とうなずいていました。世界の

人と平和について語り合う機会はあま

りありません｡ですからスリランカの

生徒の「平和」についての意見はとて

も新鮮でした。両国の発表の後、菅波

代表の平和についてのお話はとても心

に響くものでした。この日は平和につ

いて深く考えさせられた日でした。

今世界ではまだ戦争をしている国があ

こ
・
ｙ
‘
ｌ

-tヽ
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ります。平和を壊す一つは戦争です。

戦争をはじめようとする人は常に強い

立場にある人達です｡そして戦火で常

に犠牲になるのは子どもや老人､障害

者など弱い立場にある人たちです｡私

は矛盾していると思います｡私はもう

これ以上犠牲者を出してほしくありま

せん｡なぜなら戦争は悲しみ､飢え､そ

して憎しみしか生まないからです。も

う誰にもこのような辛い思いをしてほ

しくはありません｡一日も早くこの世

から戦争がなくなることを願わずには

いられません。

　今回のフォーラムはみんなの努力が

結ばれたから大成功に終われたと思い

ます｡私にとっても他の人たちにとっ

ても貴重な体験でした。この体験をも

とにこれからも様々なことにチャレン

ジして頑張っていきたいと思います。

ＡＭＤＡ高校生会

中村　吉秀

　昨年の夏､ＡＭＤＡスタディツアーで

スリランカ･デビバリカ高校を訪れた

際、日本語クラスの生徒の皆さんの、

日本が好きで、日本に憧れを抱いてい

た姿が印象に残りました。「日本に行

くのが夢」と話してくれた生徒もいま

した。それから一年、日本が大好きな

スリランカの生徒や先生と日本でお会

いできるなんて､僕にとっても夢のよ

うなことでした。

　僕は今回の来日で､広島の平和学習

とフォーラムに参加させてもらいまし

た｡広島の平和学習でスリランカの生

徒と先生に一年ぶりにお会いする際、

何だか不安で､少しばかり緊張してい

ました。しかし実際会ってみると、一一

年間の時間なんて関係なく、すぐに打

ち解けました｡不安は杞憂に過ぎなか

ったようです｡女子高であるデビバリ

カ高校に行った唯一の男子であった僕

のことをよく覚えていてくれたこと

は、とても嬉しかったです。

広
島
平
和
学
習

　広島では､時間の無い中での原爆ド

ームや平和記念館の見学になってしま

いましたが､平和記念館をお互いに学

びながらとても熱心に見学したり、原

爆ドームがスリランカ北部の廃墟と重

なる部分があり、そのことを一緒に話

したりしました。僕自身、原爆ドーム

や平和記念館へは何度か足を運んだこ

とがあるのですが、スリランカの内戦

のことも重なり、今まで以上に戦争が

リアルなものに思えました。「戦争を

止めることはできないけれど､次の世

代に語り継ぐことはできる。小さなこ

とでも､できることからやろう｡」と皆

で話しました。後目、新聞に参加した

高校生会メンバーの投稿が掲載されて

いて､「スリランカの生徒は､原爆が投

下され､死んだ土地と言われた広島に

数十年で緑が蘇り、見事に復興したと　希･、９

いうことを知り、『私たちも負けてら

れないわ｡頑張らなくちや』と語って

くれた」というような内容が書かれ

ていました。それを読んで、心から一

緒に来てよかったと思いました。スリ

ランカの次の世代はこれだけ頼もしい

のだから、これからのスリランカはも

っと素敵な国になっていくに違いない

と確信しました。

　フォーラムでスリランカの生徒も語

っていましたが、スリランカの故ジャ

ヤワルダナ元大統領は、「憎しみは憎

しみによって止むことなく、愛によっ

て止む」と仏陀の言葉を借りて、私た

ち日本への賠償請求権を放棄してくれ

ました｡私たちが平和を願って活動し

たスリランカが､逆に「平和とは何か」

ということを教えてくれたような気が　f　‘I’S

します｡今回のフォーラムを通して一

つ言えることは､皆平和を心から願っ

ているということです｡国境や学校を

超えて高校生同士が協力することによ

り、すごいパワーが生まれることも知

りました。世界でも同じことです｡撲

たちの世代になったとき、同じ思いの

者が世界レベルでつながれば､少しで　　　　‾”･’１

も「平和な」暮らしが取り戻せるので

はないか｡そんな無限の可能性も感じ

ました。

企画運営AMDA高校生会

藤原　未季･寺岡あかね・中村

高橋　志織･橋本美沙希･藤井

藤原　　望･岩藤　沙麗･下代

藪井　由紀･前田　裕美・三宅

金谷　崇史・浮田　麻美・亀川

大橋　美香・石黒　香苗･石原

居森　美佳

吉秀
裕也

　縁
彩可

　彩
桂奈



文化交流

広島平和学習会

上：日本（岡山）・最上太鼓演奏

下：スリランカ・民族舞踊

１　　●▲　弓　　’ダ『Ｆ’

　　・　　　　≡μＥ，　　　●　　ｚ

　　　　　・●ｊ・　ＳＺ　Ｚ

平和交流

　　岡山県内の高校生とスリランカの高校生、

　　そしてAMDA高校生会メンバーが共に平和

　　について語り合いました。まさに「高校生

　　の底力」を見ることができた一日でした。



地球の安心も、

大きく育ちますように。
ＴＯＫＩＯＭＡＲＩＮＥ

　　ＮＩＣＨＩＤＯ

吊萌匹到

そこで、私たち東京海上日動は、

マングローブ植林に取り組んでいます。

毎日の生活には保険をかけることができます｡けれども､地球の将来には保険をかけることができません。

そこで私たちは､“海の森"をつくろうと考えました。それは､熱帯･亜熱帯の沿岸地帯を覆い、

Ｃ０２の吸収に優れたマングローブの森を､再生すること。

一度失われた自然を取り戻すことは簡単ではないけれど。私たち東京海上日動は、

この星に暮らす一企業市民として､地球の豊かな未来を､守りっづけていきたいと思います。

私たち東京海上日動は、

日本のＮＧＯｒマングローブ植林行動計画」と「財団法人オイスカ」と協力して、

東南アジア･南太平洋地域6カ国において､マングローブ「海の森づくり」に取り組んでいます。

「海の森」をひろげます。

東京池上日勤火災保険株式会社　東京都千代田区丸の内1-2-1〒100-8050

お問い合わせ先：圖0120-868-100平日/午前9:00～午後6:00（土日･祝日は休日とさせていただきます｡）

ホームページアドレス　http://www.tokiomarine-nichido.co.jp/

'j

東京海上日動
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